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2.研 究 のね らい ・目的

(1)研 究 目的

アフリカは、熱帯多雨林、乾燥疎開林、サバンナ、山地林、スワンプ、砂漠などきわめて多

様な環境か らなる広大な大陸であ る。 この大陸に住む人びとは、多様な環境に対応 して、狩猟

採集、農耕、牧畜 など、 自然 に強 く依存 した生活を営み、800を 越す民族集団を形成 しっっ も、

相互に多面的な関係を保 って共存 して きた。社会編成 もまた、バ ンド、村落連合、首長国、王

国、帝国など多彩であ り、それ らの社会が長 く同時的に存在 してきた歴史を もっている。

しか し、!6世 紀以来、300年 にもおよぶ奴隷貿易の時代、お よびそれに続 く植民地時代を経

て、アフ リカ社会は著 しい変貌を余儀なくされた。そ してアフ リカ諸国家 は、植民地時代の負

の遺産 を抱えっっ も、新興の意気に燃えて国民国家の形成 と近代化への道を選択 した。 しか し、

1970年 代には経済危機に揺 り動かされ、1980年 代には千魑と飢饅にみまわれるなど、人びとは

生存の危機を も含む種 々な困難に直面 した。そ して現在、東西冷戦の終結や社会主義国家の崩

壊など世界史的な転換期にあって、アフリカ諸国は、経済の自由化、多党化 による政治の民主

化などの潮流の中で新たな再生の道を模索 しつつある。

本研究の 目的 は、過去30年 間におよぶ生態人類学的現地調査の成果と経験か ら学びとった

「ローカルな地域住民の視点」と 「生態学の方法論」を用い、独 自性と多様性を持ちっっ変動

す るアフリカ諸地域の個性 と、それぞれの地域社会に通底す るアフ リカ的特性を、環境、生業、

経済、文化、政治などの相互作用の展開として解明す ることにある。それはとりもなお さず、

砂漠化、森林破壊、食糧問題、人口問題、貧困、都市問題 など、現代アフ リカがかかえ る緊急

の諸問題 に対 して、アフ リカの もつ潜在力と可能性を地域 を原点として再検討することであ り、

同時に、転換期 における世界の中のアフ リカ地域の新たなる位置づけを考究す ることにほかな

らない。

(2)対 象 と硯究のすすめかたにっいて

初年度の対象 としてはボツワナの狩猟採集民サ ン、ザ ンビアの焼畑農耕民ベ ンバ、ケニア北
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部の牧畜民 トゥルカナ、エチオ ピア西南部の農耕民 アリ、およびナイロビ市内の都市生活者に

ついて、各分担者が長年 にわたって蓄積 してきた現地調査 による一次資料を もちより、環境、

生業、経済、文化、社会、政治などの各項目ごとに整理を進めることとした。狩猟採集民、牧

畜民、農耕民にっいては、それぞれの環境に対応 した生業様式や政治 ・経済システム、生活世

界を とりま く自然への認知体系、価値観の異同を比較検討 し、伝統的な各地域社会の個別性 と

多様性を正確に把握、分析 したうえで、それぞれの地域社会に通底す るアフリカ的特性 を抽出

するようにっとめた。

アフ リカの都市生活者は、地域の農村 や牧畜社会 とのつなが りを緊密 に保 ちなが ら出身地域

ごとに集団を形成 し、集住 している場合が多 くみ られる。そうした人びとを対象 として、集団

間の社会制度や文化、世界観の異同をひとつの都市空問の中で比較す ることは、異民族集団の

比較検討のための一っのモデル ・ケースとなりうると考え られた。

上に述べたような二っのアプローチか ら、地方の伝統的生活様式 と都市生活との連続面と断

絶面を見極めることによ り、原型的な地方特性およびアフリカ的都市文化の特色を鮮明にす る

ことをめざした。

代表者および分担者は、後述するようにそれぞれ国際学術研究(学 術調査)の 分担者 として

現地調査 に赴 き、上記の研二究によって明 らかになった問題点を補 う資料を収集 し、本研究の充

実を図るよ うにっとめた。

(3>研 究実施の背景

わが国のアフリカに関する研究は、1958年 以来の霊長類の社会生態学的研究にはじま り、民

族学、形質人類学、地質鉱物学、地球科学、動物生態学、医学、薬学、地理学、経済学、政治

学、文学、言語学、農学 と幅広い分野にまたが って展開され、多 くの蓄積がなされて きた。 し

か しなが ら、 このような研究は、特定分野の外国研究である場合が多 く、個 々の研究 自体が ア

フリカ地域を全体と して理解す るたあの地域研究に直接寄与 していない もの も少な くない。

京都大学では、アフリカ地域が もつ大きな特徴のひとつ として、人びとの生活や文化が熱帯

アフ リカの多様な自然と緊密に関わ りを もって成立 している点に注目し、人間と自然 との相互

関係を広義の生態学の視点か ら明 らかにす るため、東 ・南 ・中央アフ リカの各地で営まれる諸

民族の生活を対象 と して生態人類学的研究を進めて きた。京都大学 アフリカ地域研究セ ンター

は、 このような京都大学のアフ リカ研究の伝統の上にたって設立 され、以来7年 間、自然 ・ヒ

ト・文化を3本 の柱 とし、上述の生態人類学の手法に加えて、農学、生態学、歴史学、先史学、

政治経済学など、人文科学、社会科学、自然科学各分野の協力を求めて、それぞれの地域をよ
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り正確 に理解す るための努力を重ねてきた。

(4>研 究の目標 とね らい

このようなアフリカ研究の経緯をふまえて、本研究では、従来、個々の地域や民族集団 ごと

に分析 されて きた知見を総合 し、熱帯 アフ リカの全域を網羅することによ って、各地域社会に

通底するアフリカ的特性を抽出することを 目指 した。

たとえばアフリカというひとつの地域は、単独で成 り立ちうるものではなく、外部世界との

関係の中での単位を構成 してお り、その関係は近年ますます密 に複雑になって きている。 しか

しなが ら、アフ リカ地域 と他地域との相互連関あるいはアフ リカ地域の近代文明からのイ ンパ

ク トとそれへの対応を明 らかにし、世界の中のアフリカ地域を正確に定位する際にも、アフ リ

カ地域の固有の論理と特性を理解することは今後何よりも肝要である。

南北問題に象徴 され る今 日の世界状況の中で、熱帯アフリカをはじめとするもっとも脆弱な

部分にゆがみが生 じ、大きな矛盾が噴出 しているが、世界史的な転換期の中において、 こうし

た地域の矛盾を解消 し、21世 紀の地域のあ り方を展望す ることも地域研究 に託 された大 きな課

題であろう。開発等の現代的諸課題への取 り組みを考えるに際 して も、国際的な政治力学や世

界経済 システムへの対応を も一方では検討する必要がある。 しか しなが ら、そ うした国際 レベ

ル、国家 レベルの構想の中では、地域 レベル もしくは言いかえ るな らば具体的な個々人の レベ

ルの視点 はえて して脱落 しがちである。真 に重要なことは、現実に生 きている一般の人 びとが

心身ともに健やかに、かっ安心 して暮 らしてゆける社会のあ り方を探究す ることである。本研

究の基本的座標は、村や町 といった 日常生活世界の中の人びとの生活や文化、社会 とい った

ローカルな視点 と、 自然 と対話 し、巧みに自然 と共生 して きた人びとの長年にわたる叡智を多

面的に解明するための生態学的手法を最大限重視 し、アフ リカ地域研究の手法の確立を目指す

ものであり、 この目的が達成 されるならば、21世 紀のよりよきアフリカ像を模索す るための有

効な基礎資料を得ることが期待 される。

3.平 成5年 度 の研 究経 過

(1)研 究 会

今年度は3回 の研究会を開催 した。

i)第1回 研究会

開催日:1993年7月7日(水)

開催場所:京 都大学 アフ リカ地域研究セ ンター旧館2階 演習室
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出席者:ア フリカ地域研究センター所員全員および研究分担者(合 計9名)

テーマ:「 アフリカの コンフィギ ュレーションを求めて:地 域研究とはなにか」

研究計画の概要 について代表者か らの説明のあと、参加者が本研究に対す る期待と抱負をの

べた。

いわゆる 「地域」の概念の異同に対 して、多 くの参加者から問題提起があった。従来の、政

治的あるいは外挿的な定義によって 「地域」を措定す る様々な視座を考慮に入れなが ら、本研

究では人類学的なフィール ドワークの特質を生か した ローカルな視点か ら 「地域」をみ るまな

ざ しを重視するという点が強調された。

研究分担者が担当す る地域以外のところ、すなわち西アフ リカを対象 とす る研究に も視野を

広げる意味か ら、分担者以外の参加者を次回以降の研究会に招 くことが提案 された。生態人類

学的手法において しば しば弱点であるとされる歴史的視点 を、アフ リカ地域の研究において も

明確化す る必要があることが強調 された。

あわせて、研究分担者か らの作業の進み具合の報告と今後の日程調整をお こなった。

h)第2回 研究会

開催 日:1994年1月26日(水)

開催場所:京 都大学アフリカ地域研究セ ンター新館5階 演習室

出席者:ア フリカ地域研究セ ンター所員 ・大学院生、および研究分担者 ・招待報告者

・コメンテーター(合 計17名)

テーマ:「 アフ リカ地域研究の手法と歴史的視点:東 ・西アフリカの事例か ら」

第2回 研究会は以下の2人 の講演者を招 いて、 「歴史的視点」をキーワー ドにおこなわれた。
.
竹沢尚一郎(九 州大学文学部)「 歴史の中の生業 と社会 洒 アフリカの一漁民社

会のr形 成 』」

富永智津子(宮 城学院女子大学)「 東アフリカの女性と文化一 ザ ンジバルの成女儀

礼 と ・踊 り ・歌 」

コメンテーター:赤 坂 賢(富 山大学)、小川 了(精 華大学)、 嶋田義仁(静 岡大学)

[研究発表要 旨]

竹沢尚一郎

ニジェール川中流域の、ニジェール川内陸三角州と呼ばれ る地域は歴史的 ・社会的 ・経済的

複雑性を もっている。年に一度、ニジェール川の水が大 きく氾濫す るこの地域 は、アフリカ稲

(オ リザ ・グラベ リマ)の 原産地 と推定 されるほか、漁民 ボゾ、牛牧畏フルベ、米作民マルカ、
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畑作民バ ンバラ等の生業を異にする集団が 「棲み分け」てお り、それ らのあいだに古 くか ら商

業と都市が発達 した。またこの地域は、世界史的に重要であった金の産地に近か ったため地中

海世界との交易が盛んであり、7世 紀以降16世 紀 までガーナ、マリ、ガオ等の大帝国の経済的

基盤 とな った ことなどか ら、黒人アフリカの中では例外的に豊かな歴史資料を もっている。

発表の 目的は、この地域を本拠 とす る漁民社会がどのように して現在の形をとるにいたった

かを、それ らの歴史資料をはじめ、口頭伝承や社会組織の比較等の手段を通 じて再現す ること

にあった。その過程で、 この社会がさまざまな条件(生 態学的条件への適応 とその活用、生業

を異にする他集団との相互関係、交易都市を通 して与え られ る外部か らの影響、広域支配国家

や植民地行政か らの圧力 とそれへの抵抗等)を 変数としなが ら、それをみずからのイニ シアチ

ブで組み替えることによ り独自の特徴ある社会を形成 してきたことが明 らかにな った。今後は、

この地域の他の社会を専門 とする研究者と協力 しなが ら、同一の条件の中でどのように して諸

社会の差異が生まれて きたのかを考えることが課題である。

一方、この社会に特有な 「歴史」意識について も、ペーパーを配布することで問題を提起 し

た。文字を もたず、国家を もたなかった彼 らの社会において、何が、 どのように記憶 されてき

たのか。その中心になるのは、さまざまな次元の集団を他か ら識別す るための出来事の継起で

あるが、それを歴史 と呼ぶことが許 されるな ら、その歴史は西洋的なそれとも、中国的なそれ

とも異質なものである。

〔参考文献:竹 沢尚一郎 「神話から歴史へ」r哲 学年報』50:39-75〕

富永智津子

本報告は、1993年3月 、モンバサとならぶ スワヒリ社会の中心地ザ ンジバルで行な った女性

文化に関す る聞 き取 り調査の結果 を、すでに発表されている文献によ って補足 しなが らまとめ

た ものである。

調査の目的は、ザ ンジバル島において女性が果た してきた文化的役割を解明する手掛かりを

探 ることにあった。調査の対象と したのは、かつて、結婚式や祝日に催されていた歌 と踊 りの

グループ 「レレママ」 と成女儀礼 「ウニャゴ」、そ して現在、ザ ンジバル音楽の代表格 となっ

ている 「タアラブ」である。その結果、以下の4点 が論点 として浮上 して きた。

1.ザ ンジバルにおけるレレママの歴史と機能

2.成 女儀礼 ウニ ャゴの歴史と現在

3.タ アラブのスワヒリ化 と女性の役割

4.レ レママ ・ウニ ャゴ ・タアラブの相互関連
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この4っ の論点を通 して浮かび上が ってきたことは、ザ ンジバルの女性 はレレママとウニャ

ゴとタアラプという儀礼や踊 りや歌の諸要素を取捨選択 した り混合 した りすることによって、

さまざまなヴァリエー ションを創出して きたということである。 このことが、ザ ンジバル社会

の構造や機能の変化とどのような関連をもってきたのか。 これを明 らかにすることによって、

ザンジバル女性がザ ンジバルの文化の形成 と展開にいかなる役割を果た してきたかが考察でき

るのではないかというのが今回の調査で得 た手掛かりであった。

イスラームという 「表文化」か ら排除されて きたスワヒリ社会の女性が、女性な らではの文

化をその背後で形成展開 して きた経緯は、単にイスラーム社会における 「裏文化」の問題にと

どまらず、スワヒリ社会の捉え方の問題 とも密接な関連を持つ と考えている。

〔参考文献:富 永智津子 「ザンジバルの女性 と文化 成女儀礼 ・踊 りと歌」r宮 城学

院大学研究紀要』pp.1-28〕

亜)第3回 研究会

開催 日:1994年2月10日(木)

開催場所:京 都大学アフリカ地域研究セ ンター新館5階 演習室

出席者:ア フリカ地域研究セ ンター所員 ・大学院生、および研究分担者(合 計14名)

テーマ:「 生態人類学 と地域研究」

報告者:掛 谷誠(京 都大学アフリカ地域研究セ ンター)

演 題:「 アフ リカにおける地域性の形成をあ ぐって」

長年にわたるアフ リカでの生態人類学的研究の蓄積の成果は、結果 としてアフ リカの生態史

を克明に跡づけてきたといえる。最近、相次いで報告 されている生業 としての 「伝統」農業の

急激な変容 と農民社会の政治 ・経済的変化をふまえて、報告者はタンザニアおよびザ ンビアに

おける長期の参与観察の結果か ら、研究者が 「対象」の変化をどのようにとらえ、どのよ うに

対峙すべ きか、 という根源的な問いかけに答え る方法を模索 して きた。 まず、報告者はアフ リ

カの 自然 ・生業 ・民族を概観 した上で、その多様性を指摘 した。特 に、バ ン トゥ語系諸民族の

形成 と移動の例をひきなが ら、生業や言語だけでな く、社会の編成や統合の形態 も多様である

ことを確認する。また、報告者が長年にわたって調査をお こなってきている乾燥疎開林帯に生

活す る トングゥエとベ ンバの事例か ら、彼 らが他民族や長距離交易 を媒介 とした外文明 との動

的な関係の歴史を背景としっっ、それぞれの民族がその地に適応 した生業様式 ・社会 ・文化を

っ くりあげて、独自の 「風土」を形成 して きたことを指摘 した。彼 らの特性を自然利用の ジェ

ネラ リス トによるエクステ ンシプな生活様式と総括 した上で、彼 らの生 きる 「地域」の特質を
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多様な色合いを持 った 「小世界の流動的共存空間」と位置づけた。こうした空間の存在様式 は、

報告者によれば、 「歴史の中に現れた重要な領域」、 「それ 自体が意味のある地域単位」と し

て範域を設定する思考法とはなじみに くい、 と考え られるという。

動態 としての 「伝統」を どのようにとらえるか という問題に関 しては、ベ ンバのファーム農

耕とチテメネ ・システムの変容の事例 と現在 タンザニア南部で計画中の在来農業の総合的研究

の概要が提示 された。

〔参考文献 ・資料:今 西錦 司 「アフ リカ研究序説」今西 ・梅樟編rア フ リカ社会の研

究』1968、 ウ ォー ラー ステ ィ ン(講 演)「 リベ ラ リズ ムの苦 悶

進 歩へ の希 望を何 にっ な ぐか」1993.12.7〕

(2)関 連国内調査

重 田眞義:1993年8月 、エチオ ピア産バ ショウ科有用植物エ ンセーテと沖縄産 イ トバ ショウ

の比較民俗植物学的研究〔科学研究費一般研究(c)(研究代表者:掛 谷誠)に よる〕

(3)関 連海外調査

田中二郎:1993年7月 ～9月 、ボツワナ、ナ ミビア(委 任経理金)

高村泰雄:1993年5月 、ザ ンビア(科 学研究費国際学術研究)、 同年7月 ～9月 、タンザニ

ア(国 際協力事業団専門家派遣)

松田素二:1993年9月 、ケニア、ウガンダ(科 学研究費国際学術研究)

重田眞義:1993年12月 、エチオピア(京 都大学後援会派遣)

4.研 究 の成果 とフ ロ ンテ ィァ

狩猟採集民に関する研究 は、カラハ リのサ ンにっいては1966年 より、 コンゴ森林の ピグ ミー

については1972年 より継続的に行 ってきた。両者に関 してこれ まで得 られてきた知見を総合 し

比較検討を行った結果、オープンラン ド・ハ ンターであるサンとフォーレス ト・ハ ンターであ

るピグ ミーのあいだには、狩猟方法、物質文化の素材、社会構成の緊密度、テ リトリー性の有

無など、対照的な自然環境条件への生態学的な適応 という観点か ら理解できる明瞭な差異が指

摘できる一方で、植物性食物が安定 した食生活の基盤 となっている点、比較的短時間の労働に

よって生活が支えられている点、移動性が高 く、流動的な集団編成が苛酷な環境への社会的 レ

ベルでの適応 として捉え られる点など、狩猟採集 という生活様式に必然的に付随す ると思われ

る共通の特徴があることが明瞭に指摘できることが確認 された。

1980年 代以降には、エス ノサイエ ンスの手法による自然の認知体系 と世界観の解明、平等主
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義社会の行動学的解析など狩猟採集社会の本質を解明する研究をお こな って きたが、それに並

行 して、近代化にと もなう定住化政策などによって激変 しっつある狩猟採集社会の変容過程の

分析をお こな ってきた。

焼畑農耕民 については、タンザニア西部の トングウェが1971年 より、コンゴ森林のモ ンゴ系

農耕諸民族、テンポ、 レッセなどが1974年 より、 またザ ンビアのベ ンバが1983年 より継続的に

調査されてきた。

ミオ ンボ ・ウッ ドラン ド帯 に住む トングウェの生業経済にみ られる特徴は、最小努力によっ

て生計を維持 しようとする傾向性 と、頻繁な集落間の往来や相互扶助 システムによって食物が

平均化 され ることである。 このふたつの相関する特徴は、厳 しい環境と低人 口密度に対する適

応の要 となっている。また、こうした特性を維持 してい くことは彼 らの行動基準 として道徳律

の基底を形成 し、多彩な超自然的世界とも深 く関わっていることが明 らかになった。

ザ ンビアの ミオンボ ・ウッ ドラン ド帯のベ ンバではチテメネ ・システムと呼ばれる特異な焼

畑が営まれているが、現金収入を 目的と した トウモロコシ栽培の導入や、人口増加 と集住化と

いう条件の もとで、チテメネ ・システムの存続が可能か どうかといった今 日的課題を、生態人

類学 と農業生態学の両面か ら検討をおこなった。

ザイールや コンゴの熱帯降雨林に住む農耕諸民族 もまた、焼畑を主生業 としなが ら、狩猟 ・

採集や漁携を も大 きくとりいれ、自然 に強 く依存 した自給 自足的な生活を営んでいる。とくに

森林帯では蛋白質の補給手段 として狩猟や漁掛の重要性が高 く、民族 ごとに猟法、漁法が複雑

に分化 ・発展 している点などが指摘 された。

牧畜民にっいては1974年 以来、北部ケニアの乾燥地帯に住む レンデ ィー レ、 トゥルカナ、ポ

コット、チャムス、ガブラなどの研究を進めて きた。農耕や狩猟採集 といった生業が成 りたた

ない乾燥地域において、牧畜民は、直接には利用で きない野生植物を、家畜を媒介にして肉や

乳などに変換することによって、この地域への生態学的な適応を遂 げている。 こうした存在形

態を成立させるための条件 とな っているのは、移動性が高 く可塑性 に富む社会集団を編成す る

こと、家畜を含む自然界についての精細な知識を もつこと、家畜の頻繁 な贈与交換によって社

会関係が維持され ることなどである点が克明に探究されてきた。

京都大学を中心 とす る自然社会の生態人類学的砥究においては、その初期には生業様式の記

載 と分析をとお して自然と人間のかかわりを追求することを主軸に したが、次の段階では集団

の編成や社会構造、社会行動、エスノサイエンスの手法による自然の認知や生活世界の認識、

超 自然的な観念世界、集団間 ・民族間の接触 と交流などの広い領域をカバ ーす る研究が行われ
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て いる。近年にいたっては、外文明の圧力下での伝統の持続 と変容、農村か ら都市への人口流

出の問題等の現在的課題に、アフ リカの各地においてとりくんできた。

本計画 は、このような従来の研究成果の整理 ・統合と再構成を行 った上でさらに総合的分析

をおこなって、そのなかか らあ らたな地域研究の手法を創出 しようとするものであ った。 しか

しなが ら、その試みは未だ端緒にっいたばか りで、前途には多難な数々の関門が残 されている

ようである。 ここで、そのフロンティアをいくつか指摘す るとすれば、以下の点があげ られる

であろ う。

1.そ もそ も、アフ リカにおいて、一義的に意味のある空間と して決定できる 「地域」は存

在するのか という疑問。

2.研 究対象 とその分析の単位として特定の 「地域」を仮定 し、またそれに見合 う形の手法

を開発することの根拠 と妥当性。

3.ア フリカン ・ナショナ リズム、汎アフリカ主義、部族主義などの範疇化 に対するアフ リ

カ人の側か らの発言、あるいはバ ンツー、ナイロー ト、スワヒリとい った区分、サヘル、

スーダン、アザニア、エティオ ピアな どの呼称など、現在の国家の枠組みを越えたあ らゆ

る範疇化に対 して検討を加え ること。

5.今 後 の課 題

初年度(平 成5年 度)の 研究の深化をはかるたあに、前年度にひきっづ き、人類学、社会学、

考古学、地理学、農学、経済学、政治学、動物学、植物学などの専門家の協力を得て、研究会

を開催 し、アフ リカの地域特性を可能なかぎり模索 し、転換期における世界の中のアフリカの

位置づけを行い、将来のアフリカ像を検討することを課題 とする。

以下のテーマで研究会を開催する予定である。

○アフ リカにおける 「地域」概念の検討 二生態圏 ・文化圏 ・政治圏 ・経済圏

○都市のアフリカ人における地域意識 と帰属意識

○新たなアフ リカ地域研究の視座を求めて

初年度に引き続 き個別の資料整理 も継続 してお こなう。狩猟採集民 については、ザイールや

コンゴの ピグ ミー、タ ンザニ アのハ ッザ、農耕民については、タ ンザニアの トングウェ、ザ

イールのモ ンゴ系諸民族、コンゴのボンドンゴ、牧畜民については、ケニアの レンディーレ、

カブラ、エチオ ピアのボデ ィ、都市生活者について はタンザニアのダルエスサラーム、モロゴ

ロ、ウジジなどに関 して、現地調査 に基づ く資料を追加 して比較分析を行 う。
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また、独立以後30年 を経た諸民族の歴史的な動態過程を、野外調査による一次資料や統計資

料などを用 いて再構成す る。急速 に加速す る外文明の影響力に対 して、伝統的な生活様式や価

値観はあ る部分では根強 く生き残 ったが、他方では 「近代化」の名の もとに大きく変容 した部

分 もあった。そ して現在のアフリカ諸国は、経済の二重構造、新旧価値観の相克、国家体制 と

部族主義といったさまざまな形での矛盾をはらむ に至 ったが、こうした変容 と伝統の持続の様

相を地域社会ごとに克明に分析 し、21世 紀の望まれるアフリカ社会のあり方を展望するための

基礎的資料 とする。

平成6年 度以降に も代表者、分担者は国際学術研究等により短期間現地 に赴 き、必要な一次

資料の収集とより現在的な問題点の発掘を行 う。

研究の成果 は、アフリカ地域研究セ ンターの機関誌 African Study Monographs に英文で

出版する予定である。

6.研 究 業 績(平 成5年 度 発 表 分)

田 中 二 郎

　 「ア フ リカ 伝 統 社 会 の 持 続 と変 容 」　 r海 外 の 学 術 調 査2;2:中 東 ・ア フ リカ の 自然 と 文 化 』 日 本 学 術

　 　 　 振 興 会,pp.21-36,1993.

　 「新 ・民 族 ル ネ サ ンス;サ ン」　 r京 都 新 聞 』1993年6月24日 号 第15面,1993.

　 「ブ ッ シ ュ マ ン(サ ン)」 綾 部 恒 雄 監 修 ・信 濃 毎 日 新 聞 社 編 『世 界 の 民 　 光 と 影(下)』 明 石 書 店,

　 　 　 pp.74-83,1993,

「アフ リカ乾燥帯における人 と自然」赤阪賢 ・日野舜也 ・宮本正興編rア フ リカ研究一 人 ・こ と ば

・文 化 』 京 都:世 界 思 想 社 ,pp.2-17,1993.

「サ ン(プ ッ シ ュ マ ン)の 狩 猟 と動 物 観 」r週 刊 朝 日百 科 動 物 た ち の 地 球124:人 間 界 の 動 物 た ち;4:

養 殖 ・狩 猟 ・実 験 動 物 』 朝 日新 聞 社,pp.108-109,1993.

『最 後 の 狩 猟 採 集 民:歴 史 の 流 れ と ブ ッ シ ュ マ ン』 東 京:ど う ぶ つ 社,1994 .

高村泰雄

「ミオ ンボ林のひとと農業」 r遺 伝 』47(11):4-5,1993.

"Growth and Dry Matter Production of Sugar Cane in Warm Temperate Zone of Japan
, 3. 

   of Sugar Cane Suitable for Forage Production. " (with H. Ehara and M. Tsuchiya) 

   J. Trop. Agr., 380) : 51-58, 1994.

「21世 紀 の 作 物 サ ゴ ヤ シ　 ミニ レ ビ ュ ー 」 r日 本 農 芸 化 学 会 誌 』48(4). 186-188 1994 .

Type 

Jap.

重 田 眞 義

　 「ア リ人 」 綾 部 恒 雄 監 修 ・信 濃 毎 日新 聞 社 編r世 界 の 民 光 と 影(下)』 明 石 書 店,pp.103-112,1993.

　 「素 材 が 元 気 な ケ ニ ア の 食 事 」　 r嗜 好 』No.528:36-41,1993.

　 「ア フ リカ 在 来 作 物 の 国 際 共 同 研 究 を め ざ して:第1回 国 際 エ ン セ ー テ ・ワ ー ク シ ョ ップ 」　 『日 本 熱
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帯 生 態 学 会 ニ ュ ー ズ レ タ ー 』No.13:9-12,1993.

"Multipurpose 

  Abstracts, 

  Ethiopia.

Utilization of Enset among the Ari in 

p. 17, International Workshop on Enset,

「科学者の発見と農民の論理一

r文 化 の 地 平 線 ・

 Southwestern 

13-20 Dec. 1993

ア フリカ農業の とらえかた

人類学からの挑戦』世界思想社, pp.

Ethiopia. " Program $z 

 Addis Ababa,

井上忠治 ・祖田修 ・福井勝義編

457-476. 1994.

松 田 素 二

「都 市 と 民 族 形 成 」(日 野 舜 也 と共 著)川 田順 造 編r改 訂 版 ア フ リカ 論 』 日本 放 送 出 版 協 会 ,pp.87-100,

1993.

「ア フ リカ 都 市 社 会 の 形 成 と展 開 」 杉 本 尚 次 ・中 村 泰 三 編 著r変 動 す る現 代 社 会 の 成 り立 ち 』 晃 洋 書

房,pp.85-100,1993。

「地 域 社 会 の ダ イ ナ ミズ ム:ア フ リカ の 経 験 か ら」r総 合 的 地 域 研 究 』No .2:21-24,1993.

「生 き る:こ と ば と 文 化 」 吉 田 昌 夫 他 編rよ み が え る ア フ リカ 』 日 本 貿 易 振 興 会 出 版 ,pp.33-50,1993。

「アーバ ンライフはいかに語 られ るか」井上忠治 ・祖田修 ・福井勝義編r文 化の地平線 人類学か

らの挑戦』世界思想社

[関連研究者業績]

掛谷 誠

「ミオ ンボ林の農耕戻 その生態と社会編成」赤坂賢 ・日野瞬也 ・宮本正興編rア フ リカ研究一

人 ・こ と ば ・文 化 』 世 界 思 想 社,pp.19-30,1993.

「ベ ンバ 族 」 綾 部 恒 雄 監 修 ・信 濃 毎 日新 聞 社 編r世 界 の 民 光 と影(下)』 明 石 書 店 ,pp.113-121,1993.

「ア フ リ カ研 究 会 の こ ろ 」r増 補 版 今 西 錦 司 全 集 月 報 』No .7:8-10,講 談 社,1993.

「チ テ メ ネ と フ ァ ー ム

1993.

「ア フ リカ の 焼 畑 の 村 」

ベンバ農耕・の現在」r第30回 日本 アフ リカ学会学術大会研究発表要 旨』p ,8,

rな ち ゅ ら る 』p ,2,大 阪 市 市 民 環 境 学 習 ル ー ム,1993.

小 山 直 樹

「マ ダ ガ スカ ル 、 ベ レ ンテ ィ に お け る ワ オ キ ツ ネ ザ ル の 順 位 関 係 」r霊 長 類 学 研 究 』9(3):259 ,1993.

市 川 光 雄

「ピ グ ミー 系 狩 猟 採 集 民 」 綾 部 恒 雄 監 修 ・信 濃 毎 日 新 聞 社 編 『世 界 の 民 光 と 影(下)』 明 石 書 店 ,

pp.94-112,1993.

「環 境 問 題 と地 域 研 究:ザ イ ー ル ・イ トゥ リの 森 の 例 か ら」 赤 坂 賢 ・日 野 瞬 也 ・宮 本 正 興 編rア フ リ

力研究 人 ・こ と ば ・文 化 』 世 界思 想 社,pp.31-42,1993.

「生 活 環 境 と して の 熱 帯 雨 林:ム ブ テ ィ ・ピ グ ミー の 生 活 か ら」r創 造 の 世 界 』88:47-65 ,1993.

"Diversity and Selectivity in the Food of the Mbuti Hunter -Gatherers in Zaire
. " In Tropical 

   Forests, People and Food : Biocultural Interactions and Applications to Development, eds. 

   by Hiadik, C. M., et al., UNESCO, pp. 487-496, 1993.
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荒 木 茂

「国 頭 マ ー ジ、 フ ェ イ チ シ ャの 特 性 ・ ・世界の赤黄色土のなかで rペ ドロ ジ ス ト』37 113-125

1993.

太田 至

「ト ゥル カ ナ 」 綾 部 恒 雄 監 修 ・信 濃 毎 日 新 聞 社 編 『世 界 の 民 光 と影(下)』 明 石 書 店,pp.84-93,1993,

"`Tradition vs 

   Newsletter

Modernization' 

 I : 2-5, 1993.

Dualism in the Study of African

翻 訳:コ リ ン ・タ ー ン ブ ル 著r豚 と精 霊 』 ど うぶ つ 社,1993.

「コ リ ン ・夕 一 ン ブ ル が 実 践 して き た 人 類 学 と 文 化 批 判 に つ い て 」

　 　 ブ ル 著r豚 と 精 霊 』 ど うぶ つ 社,pp.328-342,1993.

Pastoral Societies.  JANES

(訳 者 あ と が き)コ リ ン ・タ ー ン
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